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論文の内容の要旨
　複雑な背景の申に存在する物体を自動認識するための光電子ハイブリッドパターン認識システムを開発した。
このシステムは，対象画像の申から特定の特徴パターンの存在および位置に関する情報を光学的な相関器により，
抽出し，特徴空間における対象パターンの位置を，新たに考案したエントロピーネットワークにより分類するも
のである。
　まず，光学的な相関器として緒合フーリエ変換相関器の利用を考え，この最適な認識性能を得るために線形閾
値関数によるパワースペクトルの二値化手法を提案し，その有効性を実証した。相関器の性能を評価するために
いくつかの基準を定義し，線形閾値係数の最適化を行った。この結果，自己相関ピークと相互相関ピークの比を
大きくししかも最大ピークと第ニピークの比をも大きく取れる最適な係数を見出した。この手法は雑音に埋もれ，
しかも，極めて類似したパターンの認識に極めて有効であることを示した。
　次に，相関器によって検出されたいくつかの特徴量を用いてパターン認識する手法を検討した。従来から用い
られている特徴空間の分割手法として二値特徴木を用いる方法が知られているが，本研究では，この二値特徴木
をエントロピーネットワークと呼ばれるネットワークに変換する手法を開発し，これを用いた並列パターン分類
法を研究した。このエントロピーネットワークは，従来から知られているニューラルネットワークが莫大なニュー
ロンと莫大な学習時間を必要とするのに対して，適切な特徴木が構成できる対象に対しては，極めて少数の（特
徴木のノード数程度）ネットワーク要素により構築できることを示した。一列として，類似性をもったパターン
として，英字”E，F，P，R，B”の識別を試み，雑音の存在下でも適切な識別ができることを示した。
　上記の2手法を組み合わせて，複雑な背景の中に存在する人の顔の認識を試みた。特徴抽出のために線形閾値
関数による光学的な二値化結合フーリエ変換相関器を用い，エントロピーネットワークはコンピューターによっ
て構成する光電子ハイブリッドシステムを構成した。コンピュータシミュレーションと実験により提案システム
の性能評価を行い，高い認識能力を確認した。
審査の結果の要旨
本研究は，複雑な背景申のパターンを効率よく抽出し認識するための光電子ハイブリッドシステムの提案であ
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る。特徴抽出手法としての光学的な結合フーリエ変換相関器の性能向上のために提案した線形闘値係数による二
値化法および特徴空間分割のためのエントロピーネットワークによってパターン認識の効率が大きく向上した。
また，これらの手法を組み合わせ，顔認識のための光電子ハイブリッドシステムを構成しその性能を評価してい
る。上記の結果により光学的なパターン認識の研究に新たな可能性を示唆した本研究は高く評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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